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奄美諸島の奄美大島と徳之島の2島にのみ分布する固有種である。特異で原始的な形質を有するこ
と、分布域がきわめて限定されていることなどから学術的にも重要視されている。分布域は奄美大
島で約370km2、徳之島で約33km2、個体数は奄美大島で2,000～4,800頭、徳之島で100～200頭と推定
されている。自然林の伐採、林道建設、河川改修、外来捕食者（フイリマングース、イヌ、イエネコ）、
交通事故などがその存続を脅かしている。

The Amami rabbit, Pentalagus furnessi, is endemic to Amami-oshima and Tokuno-shima of the Ryukyu Is-
lands. Population size has been estimated at 2,000-4,800 in Amami-oshima and 100-200 in Tokuno-shima. The 
major threats are a decrease in the area of natural forests, road construction, and non-native carnivores (mon-
goose Herpestes auropunctatus, domestic cat and dog) as well as road kill by traffic.

カテゴリー判定基準：B-1, 2, 3; D兎目　ウサギ科

日本固有種

アマミノクロウサギ
Pentalagus furnessi (Stone, 1900)
英　名：Amami rabbit

旧レッドリストカテゴリー
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V EN EN

基礎情報

■形態　背面が暗茶色、下面は淡い茶色を帯び
た暗灰色の体色をしている。体重は1,300～
2,700g、頭胴長418～510mm、尾長11～35mm、
後足長85～92mm、耳長40～45mm。目と耳介
が小さく四肢が短い。爪は強大で穴掘りに適し
ている。頭胴長はノウサギ（Lepus brachyurus）
と同等であるが、耳介と四肢は約半分である。

■分布域　鹿児島県の奄美大島（712km2）と
徳之島（248km2）にのみ分布している。垂直
分布は海岸線から山岳地（奄美大島の最高峰
694m、徳之島の最高峰645m）まで分布する。

■生息環境　高齢級林の中やこれに隣接して餌
量の多い疎開地（林冠ギャップ、伐採跡地、若
齢二次林、沢、林縁等）がある環境が好適であ
る。休息は樹洞や岩穴のほか大木の根元に長さ
3～4mの穴を掘る。産仔用の巣穴は、長さが
1mほどで、母親が夜間授乳に来るとき以外は
入口は閉鎖される。

■生活史　飼育下の観察では、繁殖は4～5月と

10～12月の年2回、1産1仔、産下された仔の体
重は100gほどで、約2ヶ月後に巣穴から出てく
る。年間を通して仔ウサギの糞が見られるとこ
ろから、年間を通して繁殖している可能性があ
る。飼育下での寿命は15年ほどである。鳴き声
でコミュニケーションを図る。

現在の生息状況

■分布域の現況　分布域は奄美大島で約370km2、
徳之島で約33km2と推定されている。奄美大島
では1970年代と比べると分布域の縮小が見ら
れ、徳之島では孤立した2地域に生息するに過
ぎない。

■生息地の現況　奄美大島では、北部と島の外
縁部にリュウキュウマツ植林が、中部以南に山
地自然林（シイ・カシ林）が広がっている。徳
之島では広い範囲にリュウキュウマツ植林が広
がり、北部の天城岳周辺と中部東寄りの井之川
岳周辺のみに山地自然林が見られる。山地自然
林の面積率は、奄美大島で30％、徳之島で
15％、リュウキュウマツ植林は奄美大島が
43％、徳之島が24％となっている。1953年に奄
美諸島が日本に復帰し、奄美振興事業による林
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道建設が始まり、伐採方式が択伐から皆伐にな
り、アマミノクロウサギの生息環境が悪化した。

■個体数の現況　個体数は減少傾向にあり、奄
美大島で1993〜94年に2,500～6,100頭、2002〜
03年に2,000〜4,800頭、徳之島で1998年に120～
300頭、2003〜04年に100〜200頭に減少したと
推定されている。生息数が比較的多い地域は、
奄美では川内川左岸部、住用川上流部から湯湾
岳周辺部など、徳之島では天城岳南部、井之川
岳西部である。

存続を脅かす要因

　森林伐採（11）、道路建設（24）、河川改修（13）、
土地利用転換などによる高齢級林の減少・細分
化により好適生息地が減少し、本種の個体数減
少と地域的絶滅を起こしてきた。また、奄美大
島では1979年前後に導入されたといわれるフイ
リマングース（Herpestes auropunctatus）が分
布を拡大し、捕食者として脅威となった。ノイ
ヌやノネコによる捕食も起きている。交通事故
死も起きている。

保護対策の現状

　種の保存法に基づく国内希少野生動植物種。
1921年に、動物としては初めて国の天然記念物
に指定され、その後1963年には特別天然記念物
に指定されている。また、アマミノクロウサギ
を捕食している外来種フイリマングースの駆除
を図るために、1996～99年度に環境庁（当時）・
鹿児島県による「島嶼地域における移入種駆除・
制御モデル事業（マングース）」が行われ、
2000年度からは環境省による本格的な防除事業
が進められた。2005年外来生物法が施行され、
フイリマングースが特定外来種に指定された。
フイリマングースの根絶事業が環境省により開
始され、フイリマングースの減少とアマミノク

ロウサギの回復が認められている。

特記事項

　森林伐採を制限し、孤立化した林分を回廊に
より連続化し、保護地域を設定することや、保
護地域の周辺は生息適地となるような森林施業
を行い、バッファーゾーンとすることが望まれ
る。外来捕食者の駆除と並行して、イヌ、イエ
ネコの放飼禁止、交通事故防止、生活史の解明、
普及啓発活動が重要である
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